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本論文において考察の対象としたのは， 日本語の文の文末や節末に現われる「の(だ)J (1んだJ 1のですJ 1んですJ


















































(だ)J もムードの「のだ」も現われるが， íのではない」には，原則としてスコープの「の(だ)J しか現われない。た
とえば， í悲しくて泣いているんじゃない。嬉しくて泣いてるんだ。」といった場合の「のではないJ は， í悲しくて」
を否定のフォーカスにするために用いられたスコープの「の(だ)J として自然である。しかし，ムードの「のだ」を




合には，スコープの「の(だ)J が用いられるのが自然である。たとえば， í私に聞いているんですか ?J といった文で
は，スコープの「の(だ)J が用いられることによって， í私に」を質問のフォーカスとすることができるが， í私に聞
いていますか ?J といった文では， í私に」を質問のフォーカスにするのは不自然である。ムードの「のだ」は，状況
や先行文脈の事情を問うときなどに用いられる。たとえば，相手がコートを着たのを見て，その状況の事情を問うと

















「ものだJ 1わけだ」などとの異同を考察することによって， 1の(だ)J の機能をさらに明確にした。そして，第六章
の後半では， 1の(だ)J をスコープの「の(だ)J とムードの「のだ」とに二分する意義を確認した。スコープの「の















スコープの「のだ」には，肯定形 (1のだJ) だけでなく，否定形 (1のではないJ) が現れる，といったことを指摘し

















さらに，関連現象が極めて幅広く考察されている，といった点が指摘できる。「のだJ íんだJ íのですJ íんですJ íの
である J íの」や「のだったJ や「のではなく(て)J íのでJ íのであり J íのであってJ íのだったら J íのであればJ
「のなら J íのでは」さらに「のだがJ íのだから」など「の」を含む様々な形式について考察が施され，名詞文化との
関係では「ことだ」が取り扱われる。
きめ細かい分析・記述の例として，例えば， íのだ」のない文や命令文と対応させながら，発見以前からの事態とい
った捉え方 Cíあっ，雨が降っている」対「あっ，雨が降っているムζJ) や既定事態としての再度の命令 Cí シュート










を指摘している。さらに原則の指摘だけでなく，否定命令 Cí騒ぐんじゃないJ) や後悔 Cíこんな所に来るんじゃなか
ユ与J) では可能である，といった例外の存在をも指摘している。例外的現象の存在は，否定命令が「し主じでくれ」
だけでなく， í してくれる主」の形式を持っていることを考えれば，それなりに納得がいく。また，三上章が幾つかの
理由から原因・理由を表す「ので」を「のだ」の一つの形としたのに対して，いわゆる原因・理由を表す「のだ」は
別もので，本論文が取り扱っている「のだ」のテ形「ので」が存することを示している。さらに，フォーカスの置か
れる成分についても，成分のタイプやプロミネンスとの関係から，かなり突っ込んだ論を展開している。
以上述べてきたように，本論文は幾つも行き届いた優れた分析・記述を提出しているが，論文の常として還漏や誤
りがないわけではない。「のだ」そのものの意味・機能と構文的環境が課す意味・機能との峻別に不十分な箇所がない
わけではない。形式そのものの意味・機能と構文的環境が付与する意味・機能とが常に載然と区別され切るとは限ら
ないことを考えれば，上述のような本論文の問題点は，不可避的なことなのかもしれない。また，ムード的「のだ」
の様々を記述していく中で，通例のムード研究では入らないようなものまでが，取り入れられている。これなどは，
ムードの内包への規定づけに対する再考を促す契機になりうる可能性を否定できないにしても，やはり，ムードその
ものを正面に据える研究から見れば，少し問題になるだろう。
しかし上述したような点は，本論文全体の価値を損なうものではない。本論文は， íの(だ)J を含む文の分析・記
述に新しい地平を切り開いたものであり，長い間にわたって研究者を悩まし関心を引き続けてきた「の(だ)J の問題
への重要なー寄与をなしている。本論文審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位申請論文として，十分な価値を
有するものと認定する。
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